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日本語のテンス、アスペクトの  
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草 薙  裕   
1． は じめに  
本稿ほコンピュータによるF【朝鮮析のための日本語のテンス 、アスペクトの  
アルゴリズムの記述の方法を論じることを日航とする。   
自動処理では文が曖昧であると、その忠昧のすべてを記述するしか方法がな  
い。しかし、その言語の僅語許老が文陀のヰで実際に使われた文を曖昧だとは  
とらず、一つの意味だけを読みとるとすれば、日勤処理でも、二つ以上の意味  
ではなく、その母語話者の理解する唯一の詰味を記述すべきである。自然言語  
の文法や語彙には文を曖昧にする要素が多いがそれが組み合わされて文脈で用  
いられた場合、話し手の諒闇することが、聞き手にそのまま伝わる方がほるか  
に多い。   
木稿でほ日本語のテンス、アスペクトに関して、自動解析に必要な、文の要  
素にtまいかなるものが必要かを考えるものである。また本稿では躾際に用いら  
れた文の解析を目ざし、23の小説、随筆、紀行文、時評などから約550の文を  
とり、コンピュータに記憶さゼ、いろいろの文法事項によって該当する文を椀  
察し検討していく憶1）。   
また、木研究でほ「読みはじめる」、「書きつづける」、「話しおえる」などの  
「はじめる」、「つづける」、「おえる」などの末現は語彙力テゴリーと見放し、  
テンス、アスペクトの言語表現とは「タ」形と「ル」形の対立（テンス）及び  
「テイル」形とそれのない形の対立（アスペクト）のことを指す（註2）。なお、  
文献9でも、従属節と関係節のテソス、アスペクトの解釈を言語学的に論じて  
いるが、本稿は、あくまで、アルゴリズムに必要な質素を見つけるという発想  
で進めて行く。  
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2・テンス、アスペクトの定義  
日本語のテンス、アスペクトの蓑現は、他の言語でも見られる様に、一つの  
実世界の現象（言語外現象）に対して、いろいろの表現が可能でたとえば、同  
じ現象に対し、「食事をした」とも「食事をしていた」とも言えるし、「食事を  
土工土工垂（とき）」とも表現する。また「掛ま私の手紙を読んでいた」という  
表現ほ、ある時点で「読む」という現象が実際に目前で起こっていた場合と、  
その現象が、その時点以前に起こり、その結果が残っていた、という意味にも  
用いる。   
すなわち、言語外現象と言語表現との間には一対一の対応がなく、話者の認  
知が介在している。テンス、アスペクトに関してはこの話者の認知を、時に関  
する焦点の置き方と考えれは、言語外現象と焦点の組み合せと、言語表現の問  
に写像関係が成立する。   
まず、焦点を、どんな現象に、また時の流れのどの時点に話者の注忍が向  
けられているかということ、とする。そして言語外現象を次の様に分摸する  
（註3）。  
静態一出来事としてではなく、存在として認知される現象で、それが続  
いている間ほ内的に変化のないもの。  
動態一何か起こる出来事として認知されるもので、内的な変化が考えら  
れる。  
静態ほ当然、時間的に継続するのに対し、動態は瞬間的なものと献託するもの  
がある。また動態の結果が存続するなら、それは静態が存在すると見限す。   
テンスは現象の時間と他の時間、通常話す瞬間、とを関連さすもの、という  
のが一般的な定義であるが（註4）、前述の通り、言語外現象と言語表現には写  
像関係が成立しない。   
たとえば、机の上に二日前から本が置いてあったとすれほ、それを「この本  
はきのうもここにあったが今もある」というように表現できることは、「きの  
う」に焦点があたれば、「あった」になり、今にあたれは「ある」になること  
を示している。   
また、テンスには、いわゆる絶対テソスと相対テンスがある。それぞれのテ  
ンスを次の様に定義する。  
絶対テソス一現象にあたっている焦点と発話時点との時間的前後関係を   
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表わす言語表現。  
相対テソスー焦点のあたっている現象と第二の現象との時間的前後関係  
を表わす言語表現。  
さらに、絶対テンスは、焦点の方が時間的肥前なら「過去」、同じなら「現在」、  
後なら「未来」となり、相対テンスほ第二の現象が光なら「前」、同じなら  
「同」、後なら「後」となる。   
次にアスペクトは、一般的に現象の時間的内部構造に対する見方というよう  
に言われている（註5）。これに魚点の概念をあてはめれば、定義が明確になる。  
すなわち、動態の場合、その現象の継続時問と焦点のあたっている、時の期間  
の長短関係で7スペクトが決定されると見ることができる。動態が瞬間的なも  
のであれば、常に焦点の時間の方が長く、完了相になる。一方動態が継統的な  
現象の場合、焦点の時間の方が長けれは完了相、矩かけれは未完了相となる。  
静態の認知ほ不変化であるので、焦点の方が常に行くなる（もし静態の継続時  
間より、焦点の時間の方が長ければ、そこに静態のはじまり、あるいほ、終り  
が認知されるわけで、これはもはや静態でほなく動態として認知されることに  
なる）。   
これをまとめると、  
言語外現象 焦点  
動態く慧芸器三言掛現象より大‾動態完了相 ／               〝   小一動態未完了 相   
静態一継続的一  小一静 態 相  
となる。  
3．日本語のテンス、7スぺクトの生成  
前項で述べたテンスとアスペクトの組み合わせで、それらを慕わす言語表現  
が生成されるわけだが、日本語では組み合せの結果、「ル」、「タ」、「テイル」、  
「テイク」のいずれかが現われる。日本語でほ相対テンスと絶対テンスが形式  
的に区別されない。しかし動態未完了相と静態相ほ焦点の方が言語外現象より  
短かいという定義から、第一の現象にあたっている焦点は第一の現象と前か後  
にずれている第二の現象にはあたらない。したがって動態未完了椙と静態相ほ  
相対テンスの前又は後ほ現われない（註6）。またテソスの基準点（絶対テンス  
では発話時点、相対テンスでは魚点のあたっている現象の時点）と同時に起る   
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現象ほ眉点より短かく認知されることはなく、動態完了相の絶対テソスの現在  
および相対テンスの同ほない。   
テンスとアスペクトをまとめると園Ⅰのようになる。  
国】   
静態相はいろいろの言語形式であらわれる。形容詞、形容動詞、名詞に続く  
助鋸司などあるが動詞では、通常「テイル」、「テイク」を持たない動詞などの  
「ル」、「タ」があり、さらに他の動詞の「テイル」、「テイク」でも表わされる。  
金田一ほ文桝2でいわゆる瞬間動詞に「テイル」形がついたものが本稿の静態  
相であるとしているが、金田一R身も述べている奉封こ、他の動詞に「テイル」  
形がついたものも静態村になりうる 文生成の道程では話者が動態として認知  
するか、静態として認知するかが閃葦であり、現象の認知によって、それが静  
態相になったり動態未完了相になったりする。  
4・ 日本語のテンス、アスペクトの解析  
前項で見た通り、テンスとアスペクトを表わす動詞の形ほ四つであるのFこ付  
し、それが絶対テンスと相対テンス及び三つのアスペクトの組み合わせで、12  
の意味が出て来るわけだ。同じ形が異なる意味を表わすものをあげると、   
① 絶対テンスと相対テンス  
動態完了相の過去と前  
未来と後  
動態未完了相の現在・未来と同  
静態相の現在・未来と同  
（む 動態完了相と静態相   
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過去  
未来   
③ 動態未完了相と静態相  
過去  
現在・未来・同  
となり、これより明らかに、テンス、アスペクトの言語表現だけの情報では、  
それを表わす恋味を特定することはできない。したがって、テソス、アスペク  
トの解析は文中の他の要素を手がかりにしなければならない。   
最初に、絶対テンスと相対テンスを判別する要素を考察する。   
まず考えられるのが、テンスの言語表現が文中のどこに現われているかとい  
うことである。いいかえれほ、節の種摂によって絶対テソスか相対テンスかが  
ある程度限定される。以下テソス判定という観点から節の樫難を考えていく。  
A．一定の形が現われる節   
これは動詞語尾や後続吾が「テカラ」、「テイライ」、「アト」、「トタン」、「マ  
ェ」、「ウチ」、「アイダ」で時の順序を表わす節と、「バ」、「ト」、「タラ」、「テ  
モ」などで条件を表わす節が含まれる。   
時の順序を表わす節は上記の語尾や後統語自体がこれらの節の現象と主節の  
現象の時の前後関係を表わすものであるから、動詞の形は時の順序に関する限  
り冗長である。したがって次の例で示す通り「テカラ」、「テイライ」にはテン  
スの形がないし、「アト」、「トタン」の前は必ず「タ」形、「マエ」、「ウチ」、  
「アイダ」の前は必ず「ル」形になっている。  
（1）私は真面目な詣であることを説明し工む良一気に喋りました。（武田泰  
淳）  
（2）……面白い番組がすんだ後も、パチンと切る。（永井龍男）  
（3）……一口飲んだとたんに奇妙な顔をし、そ九でも「ウシュワ」（うまい）  
と言った。（本多勝一）  
（4）・‥・・澱も歌わ旦え与からたちまち有名人になってしまった。（深代憬郎）  
（5）…… 今までよりはずっと手早く見てゆくあいだも、……上原は黙りこ  
んでいた。（丸谷才一）  
これらの従属節の表現ほ、絶対の時間に関係なく、主節の現象に対する従属節  
の現象の時間的前後関係を示すもので、相対テンスである。   
条件を表わす節も、次の例のように動詞の形が固定している。   
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（6）スイッチを一ひねりすれば、立ちどころにテレビと別れることができ  
る。（永井龍）  
（7）全国的な選挙が頼ま旦阜、ポれレ・ムウリスと同行して……部現をて‡；′ミ  
環した。（大体次郎）  
（8）・・うごきや摂つきをみ三ヒ旦と、やがて日本の風俗が、みんなこのよ  
うに架空なものになってしまうのではないかという惧れをおぼえる。  
（安岡竜太郎）  
（9）…・・傭へもどっ生らまだやってたんだからおどろく。くサトウハチロr）  
（10）開票は十一日になっ工もナほかどらない。（大併）  
これらの表現は、従属節の現象が主節の現象の条件になるから、時間的にほ従  
属節の現象の方が後になることはない。したがって、相対テンスの前ないし同  
になる。（8）のように「テイル」形であったり、「テイル」形を持たない状態動  
詞であると、相対テンスの同を意味し、その他ほ前である。  
B．絶対テンスが主に現われる節   
相対テソスは簡単に言えは、二つの現象の時間的順序を示すわけであるか  
ら、一つだけの現象を述べる場合は原則として相対テンスは現われない。しか  
も、相対テンスほ従属している節の現象に関しての標詩である。したがって主  
節に現われるのは原則として絶対テンスである。また「トイウ」といった引用  
の節、接続助詞の「ガ」の節なども同様である。   
ただ主節に現われるテンスの表現の中にも相対テンスと兄傲した方がいいの  
もあるようで、木研究のデータの中にも、たとえば、次のようなものがあっ  
た。  そば  
（11）バスは鳥居の傍で止った。客はぞろぞろと鳥居をくく“ってゆく。境内  
かがりこFへ  
でほ数カ所に簿火が焚かれてい左0（松本清張）  
（12）コボマー家のために、私たちはまず湯をわかして粉ミルクを作っ杢。  
＝‥だが、こんどは立場が逝になった。最後にミルクを受けとったユ  
ガオママラは、次にまわす人がいない。残ったミルクをどうしたもの  
か、困りきってとこ旦。……（本多）  
という様に明らかに過去の情景柿写で「タ」形を使っているが、それにまじっ  
て「ル」形が現われる。これほ相対テンスだと考えるのが妥当だと思うが、そ  
のほとんどほ「テイル」か「テイル」形のない状態動詞である。ただ（11）の  
「くく、、ってゆく」の様な「テイク」、「テクル」があることを桁指しておく。この   
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種の用法ほ小説や紀行文に見つかったが、これをアルゴリズム化することほ今  
後の課題にする。  
C．相対テンスが主に現われる節   
時の順序を表嘉す節のうち「トキ」や「コロ」を含むもの、条件を表わす節  
のうち「ナラ」、「トシタラ」などを含むもの、理由や逆説を表わす「ノデ」、  
「カラ」、「タメ」、「ノニ」などを含むもの、また形式名詞の「ノ」、「コト」な  
どが受ける関係節にほ「ル」形と「タ」形が対立している。   
まず、「トキ」や「コロ」は意味的に二つの現象が同時に行われたことを表  
わす様に見えるが、実際にはその二つの現象の時間的順序に微妙な差異を表わ  
す。  
（13）先日のこと、・…■・同じ番組に出るタレントの諸氏と雛誰しているとき  
談クマクマ野球のことに至ったので、…‥イ野球ユニオン－ム滑秤説」  
をロにしてしまった。（≡国一朗）   
く14）……近代的食物をかれらの家でとるときにほ、あらゆる容器も持参で  
行かなければならない。（本多）  
（15）正確には記憶していないが、芥川龍之介の言葉に、「どんな女でもラ  
ブレターをもらったときよりもパラソルを買ってもらったときの方が  
瞳を輝かす」という意味のものがある。（吉行淳之介）  
（13）は主節が「タ」なのに従属節は「テイル」が用いられており、明らかに相  
対の同である。（14）の「ル」ほ「タ」にすると文が意味をなさないし、（15）の  
「タ」を「ル」にすると意味が微妙に違ってくる。この違いは次の例で明らか  
だろう。  
（16）日本へ来るとき、ばうしを買った。  
（17）日木へ来たとき、ばうしを買った。  
（16）の「ばうしを買った」のほ外国であり、（17）では日本である。これを見  
ると、「トキ」の節では「ル」形が相対の後、「タ」形が相対の前を表わすと言  
える。また「コロ」も同様であるが、データに次の例があった。  
（18）娘達が家に吐堅野ま、意見がくい違って、見たくない番組の時は、  
・・…さっさと書斎へ引込んでしまった。（永井音引  
この場合「いた」という動詞は「テイル」形を持たない、いわゆる状態動詞で  
静態相を表わしている。「トキ」や「コロ」の節にほ「テイク」や状態動詞の  
「タ」が現われるが、第二項で論じた様に、焦点の方が言語外現象より小であ   
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る動態未完了相及び静態相は、第二の現象が時間的に第一の現象の前か後であ  
る相対テソスの前及び後とは両立しない。したがって、「トキ」や「コロ」の  
節に現われる「テイク」や状態動詞の「タ」ほ絶対テンスと見るべきであろ  
う。   
また形式名詞の「ノ」や「コト」が受ける関係節を見ると、  
（19）テレビの古くなっ宣誓ほ、自動車の古タイヤ同様屑屋も持って行かぬ  
ので、そんな工夫をしてみたのであった。（永井籠）   
く20）彼女が恐怖と粗悪におそわれ三上二旦禦がよくわかりました。く武田）  
（21）そのひとほ、英語、ドイツ語、フランス語の読み需きができまた喋旦  
ヱ阜も自由にできる人であった。（雷同多恵子）  
の例の様に、主節が「タ」形である文り鍋係節に「タ」形も「ル」潜も出てお  
り、意味から「タ」は前、「テイル」は同、「ル」ほ後と相対テンスであること  
がわかる。ただ、  
（22）・…・・セヴン・スターズ下さいとい旦竺を問いたことがある。（m剤  
の様に主節の動詞が「見る」や「開く」などの感覚動詞の場合「ル」が同にな  
ることがある。   
次に条件を表わす「ナラ」、「トシタラ」の節、及び理由、原開、逆説などを  
表わす節を見てみよう。  
（23）おもいやりがあるならば・・・・・・つかれさせることはない。（サトウ）  
（24）みんながごく自然にセヴン・スターズ下さい、というとしたら、これ  
も一大事なのである。（富田多点干）  
（25）「そんならブタにや旦旦さ曳、もらっとく」休多）  
（26）話がここまで米たから言わしていただくが仙‥（三田）  
（27）その著書は、いくつか翻訳がで三上旦空耳、わたしもそのうち二つを  
よんだ。（梅樟忠夫）  
この種の条件節は何かを想定するものであり、主節が非過去の場合、話老がそ  
の想定をした時点での判断や意志を主節で述べるものであるから、従属節のテ  
ンスの基準点ほ発話時点より後になることはない。したがって、主節が罪過去  
の場合相対テンスと絶対テンスの区別はつけがたいのは（23）や（27）を見れ  
ばわかる。主節が過去の文はデータの中忙なかったが、たとえば、  
（28）彼女が′く′－ティーに来生なら、早く帰らなかったろうに。  
でほ、この文が「釆た」ことが事実であれ、反軍喫であれ、この「タ」と「ル」  
はこの位置で対立し、「帰った」時点の前か後かを示す。したがって、これは   
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明らかに相対テンスである。   
また、理由、原因、遊説などを表わす文もこの懲の条件節と同じで、たとえば  
仮に理由が前で、結果が後、そして両方とも未来の現象とした場合、この意味で、  
（29）病院へ行ったから、学校に遅れる  
とは言えないのは、「病院へ行く」という理由になる現象が発話時点でほ、実  
際に起るかどうか断定できない。したがって判断の出来る発話時点を基準にし  
て、  
（30）病院へ行くから、学校に過れる  
となる。しかし、主文が過去であれほ、理由などになる現象に関して話老が慣  
用を得ているはずで、  
（31）ブタにやるから、もらった  
（32）太郎が釆たから、いっしょに外へ出た  
の様に、「ル」形ほ相対の同文は後、「タ」形ほ相対の前を表わす。同機に（27）  
の「でている」も「よんだ」時点と同と解釈できよう。  
D．絶対テンス、相対テンスが現われる節   
名詞が安ける関係節のテンスは複雑である。まず相対テンスの例を示そう。  
（33）・…・午後には議会が召集ゼられ旦ボルドオ市に出先する用意に書粁を  
整理した。（大併）  
（34）先日のこと…・＝同じ番組匿出旦夕レソトの諸氏と那談しているとき  
… 「野球ユニ汁い一ム滑標識」を口にしてしまった。（三国）  
（35）つい先日の新聞に、テレビの外箱を利用して小鳥を飼っ1吐を写真が  
あった。（永井龍）  
これらの関係節ほ、主節が「タ」であることから、明らかに、「ル」で表わされ  
ている現象は時間的に主節の現象の楼であり、「テイル」は同である。（33）の  
「召集せられる」は「召集せられた」に、また（34）の「番組に出る」ほ「番組  
に出た」に一代えることができる。もっとも「ル」が「タ」になれば、時の順序  
がかわり、関係節の現象の方が主節の現象の前になる。ところが、（33）の「出  
発する」、（35）の「飼っている」は「タ」形にほならない。前者は関係節を受  
ける名詞の意味が、何かの行動の前を表わすもの、たとえば、「用意」、「準備」、  
「仕度」、「計画上、「対策」、「案」などの場合であり、後者は関係節が不変の内  
容、したがって「絵」、「写真」、「映画」、「歌」、「文書」、「映画」などの場合が  
あてはまるようだ。ただし同種の名詞でも関係節が内容ではなく、外観なら   
草 薙   裕  
（37）のように、「テイク」にもなり得る。  
（36）大難誌に載っている匿名コラムにほ、……（筒井康隆）  
（37）大雑誌に載っていた匿名コラムには、・・   
またデータの中には、（38）の様に明らかに絶対テンスを表わしているもの  
もあった。  
（38）いままで和やかにつづい三！メ三談笑のフンイキが、一瞬にして、シー  
ソと白けかえってしまったのである。（三国）  
ところが、  
（39）そのとき彼らが私をとがめた顔つきを、私ほまぎまざとおばえてい  
る。（三国）  
（39）の様に主節が「ル」形で、関係節が「タ」の場合、絶対テンス（現象が  
過去に起った）か、相対テンス（主節で述べられている現象の前に起った）か  
を判断するのほきわめて閏難である。もし、関係節の中の現象が過去に起った  
ものなら、絶対テンス（過去）であっても相対テンス（前）であっても意味に  
違いはない。ただ（39）は「そのとき」という副詞句があるため「とがめた」  
が「とがめる」になることはない。したがって、（39）の「ク」形は紀対テンス  
の過去としなければならない。ところが、たとえば、、  
（40）読んだ木はちやんとかたづけなさいよ。  
においてほ、発話時点でまだ読みおわっていない場合も考えられ、その時は  
「読む」ほ未来でありながら「タ」形で表わさ九ており、これほ相対テンスの  
前でなけれはならない。   
関係節の中には絶対テンスも相対テソスも可能であるとすべきだろう。ただ  
絶対テンスが表われる場合ほ文中にそれを示す何らかの標識がある場合に限ら  
れるようである。（39）の「そのとき」がその標識にあたる。その他、過去を表  
わす副詞、たとえば「昨日」、「先年」、「背」、「先日」などや具体的な日時、た  
とえば「昭和35年に」、「十年前」などである。たとえば、  
（41）その日、駅の前を事で通ると、そこには、その晩春故にあっ責バスに  
粟旦人がならん竺蛙。  
を見ると、「事故にあった」、「乗る」、「ならんでいた」はすべて過去の現象で  
あり、時の恨序でいえほ、前より後の順序で、「ならぶ」、「乗る」、「あう」であ  
るが、無標の「乗る」が主節の「ならぶ」に対して相対の後を示すのに対し、  
「あった」ほ同じく「ならぶ」の後であるのに「ニタ」形になっているのは標識の  
「その娩」のため絶対テンスになっていると言える。   
日本語のテソス】アスベク†の解析のア／レゴリズム   
次にアスペクトの解析について考えてみる。前述の通り、日本語では「テイ  
ル」形が動態未完了相と静態相を、また「ル」と「タ」が動態完了相と静態相  
を表す。金田一は文献2で日本語の動詞を継続動詞、瞬間動詞、状態動詞、第  
四村已の動詞に分け、状態動詞ほ「テイル」形がつかぬもの、継続動詞に「テイ  
ル」形がつけは原則として、本稿でいう動態未完了相、瞬間動詞に「テイル」  
形がつくと、本稿の静態相になるとしている。たとえば、  
（彪）ウニリー氏は、生前、日本のすべてを知っ廻二のではない。（永井  
道雄）  
（43）……女のあつかうものとされ三吏主食事の用語をほじ社）…‥（大久保  
忠利）  
（44）私ほその操、彼女が両親を前にして、どんなに心乱れながら坐っ三吏  
旦か想像ができました。（武田）  
（45）テレビカメラが回っている問だけほ、・・・（楳代）  
かしたて   
毎6）拝殿には、絶えず柏手が起っ三蛙。（松本）  
のうち、（42）と（43）は瞬間動詞で明らかに静態相である。また（44）と（45）  
は継続動詞で動態未完了相を表わしている。ところが（46）の「起る」は、た  
とえば、  
（47）事故が起っていた  
でほ静態相であるのに対し、（46）では動態未完了相であろう。   
基本的に静態相を表わす動詞が動態未完了相を表わす場合には、「絶えず」、  
「ひ、っきりなしに」、「しきりに」、「見る見る」、「だんだん」、「日増しに」、「着  
々」、「次々に」など時の継続に関連のある副詞が文弓叫こあることで判定できる。   
また、たとえば、  
（48）夢声先生が若き二人がどうしてむすぼれたかを、三分ほどやって、あ  
とはバクつきだけだったとロ仇、耳ゝ二旦。（サトウ）  
はやともせ  
（49）関門海峡トンネルは、この早鞘ノ轍の下をくく♪っ三上ゴ〉。（松本）  
（48）の「聞く」も（49）の「くぐる」も継続動詞だが、両方とも静態相を表わ  
している。（48）は「と聞いている」の「と」が、すなわち、引用であること  
が、また（49）は「トンネル」が「くくやっている」ということで、主格が無生  
物であることがきめ手となる。   
一方、静態相と動態完了相の区別は比較的簡単なようだ。すなわち、  
（50）責任あ五大人になるのがいやで、子供の境捌こしがみついていたいわ  
けだ。（富士正晴）   
草 薙   裕  gO  
（51）今は情報が多すぎ互時代で・・…・（山本夏彦）  
（52）そのひとは、英語、ドイツ語、フランス語の読み書きができまた喋る  
ことも自由にでき旦人であった。（富岡）  
（53）成人の日といi言葉を毎年耳目にする度に、‥・・・（富士）  
の（50）から（52）のように、「テイル」の形を持たない動詞はいわゆる状態  
動詞で、「ル」、「タ」が静態相を表わす。また（53）のように動詞自体は状態動  
詞ではないが、「という」とつながり、関係節に現われる場合は必ず静態相を  
表わす表現もある。  
5． おわ り に  
以上見て来た様に、日本語のテンス・アスペクトの解析には、いろいろの、  
文中の要素に関する愕覇まが必要である。これほ単に文中にある文法事項にとど  
まらず、次のような動詞や副詞句の分類もしなけれはならない。  
1．言語外現象が必ず瞬間的な変化を表わし、決して時間的に継続しないも  
のに対応する動詞（たとえば、「知る」、「とされる」など）。〔仮に瞬間  
勤言司と呼ぶ〕   
2．原則的に瞬間的な変化の言語外現象だが、状況によりその変化が時間的  
に縦坑すると認知されるようなものに対応する動詞（たとえば、「起る」、  
「（電気を）つける」など）。〔仮に変化動詞と呼ぶ〕   
3．「テイル」形を持たない動詞及び表現（たとえば、「ある」、「という」な  
ど）〔仮に状態動詞と呼ぷ〕   
4．その他の動詞〔継続動詞〕   
5．変化動詞が動態未完了相を表わすことの標識になる副詞（旬）（たとえ  
ば「絶えず」、「だんだん」など）。   
6．継続動詞が静態を表わすことを示す文中の要素（たとえば「聞く」に対  
する「と」、「くぐる」に対する無生物主格など）   
以上の様な記述が完全に出来れは、文中り要窮だけからのテンス・アスべク  
†の解析が母語話者の解釈に近く出来るようになるだろう。   
最後のまとめとして、アルゴリズムを次頁表にまとめておく。   
日本語のテソス．アスペクトの解析のアルゴリズム  
Ⅰ．テンスの解析   
＊ 状態動詞は「テイク」．「テイ／レ」に含める  
＊＊ 小説の情景沌写などには相対チソスが現われる可意性がある  
＊棒 主節が感覚動詞の時は「ル」が相対の岡にもなる   
草 薙   裕  
ⅠⅠ．アスペクトの解析  
ヰ この動詞の分熟ま本稿の仮説による  
註  
1．これらのデータは′ト田切秀雄他縮F現代文寺宝佳監』（柏書房、1979）に収録きれ  
ているもの22編と松本清張業『時間の習俗」（新潮文庫版、1972）であるが、  
例に用いたものは著者の名前だけ記してある。  
2．「読む」、「見る」などの語尾の総称を「ル」で表わし、「読んだ」、「書いた」など  
を「タ」で表わす。また、「読んでいる」、「読んでいた」などを意味する時は   
「テイル」形と称し、「ル」と「テイル」をまとめて「ル」形、「ク」と「テイク」  
を「タ」形と呼ぷ。  
3，文献10参照。  
4．文献1参照。  
5．同上  
6．文献5では「テイク」も本稿でいう相対テンスであるという解釈をしている。  
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